















調査期間：平成 20 年 11月 2 6 日～
　今回の調査区は、前回（１期）調査区の西隣りにあたります。前回調査区の東南部では、石敷きと掘り込み地業をともなう鎌倉
時代の建物跡が見つかっており、西園寺公経の営んだ別邸吉田泉殿の建造物に相当している可能性が高いと考えられました。
　今回は、主な中世の遺構として、おおむね北東－南西方向にはしる浅い流路状遺構２条のほか、玉石を敷きつめた遺構、掘立柱
建物、井戸などが見つかっています（図２）。このうち流路状遺構には景石（庭石）が配されていたことから、単なる自然の河道
ではなく、庭園を構成する遺構であるとわかりました。これら流路は、出土遺物や層位的な関係から、おおむね13世紀代に機能し、
14世紀後半以降には廃絶していると認定できます。こうした存続期間からみて、自然地形を巧みに取り込み造営した吉田泉殿の庭
園的空間を構成する遺構であったと考えられます。
　〈遺構概略〉東側をはしる流路１は、幅５ｍ深さ0.5ｍ程度。大きさ１ｍ程度の景石（庭石）が置かれ、岸を護岸状に補強したか
のような箇所が認められました。全域で底に精良な黄白色の砂が10㎝程度埋積しています。景石周辺では14世紀後半代の大量の土
師器が廃棄されて、その上部を埋めています。この流路の東側一帯の高まりでは、柱穴や集石などの遺構が密に分布していますが、
具体的な建造物の配置などを復元するには至っていません。
　尾根状の高まりを挟んで西側をはしる流路２は、幅６ｍ深さ0.2ｍ程度と浅く、両岸に対となるような大きな平石が置かれてい
ました。底には砂利混じりの白色粗砂が埋積しています。この流路２の西側一帯は平坦地がひろがり、掘立柱建物の存在を示す根
石や柱穴の並びがみられます。
　玉石敷き遺構も上記の平坦地にあり、1.5ｍ四方程度の範囲に、白色や赤色の円い石を敷き詰め、湿ると美しい色合いを示します。
上面や下部には13世紀半ばころとみられる土師器の廃棄をともなっていることから、祭祀遺構の可能性があります。鎌倉時代の貴
族の嗜好をうかがわせる興味深い遺構です。
　〈地誌との対応〉『山城名勝志』（1705年）など江戸時代の史料には、当時にも泉殿の池跡が痕跡をとどめていたことを示す記述
があります。18世紀末前後の吉田村の土地区画や字名を知ることができる『山城国吉田村古図』に今回の調査地点を当てはめると、
地割が不整形に乱れた箇所が調査区の東半部に相当していることがわかります（図３）。そこは「字牛ノ宮」中に飛び地としてある「字
和泉」であること、今回出土の景石は江戸時代の地層に達する高さであって、そのころでも地表面に頂部が表れていた状況が発掘
の所見でも確認されること、から、江戸時代史料が示す泉殿旧跡とは、今回の調査区東半の流路状遺構が埋没しきらず残存してい
た状態を示しているものと想定されます。
　〈小  結〉今回の調査で、庭園的な空間の存在が明らかとなったことから、調査地一帯が吉田泉殿の敷地内にあたることは確実
となったといえます。とくに北方を中心に、寝殿造系の建物や苑地がひろく展開していたものと予想されます。鎌倉時代の貴族邸
の具体像については、いまだ断片的な調査成果しかなく、今回広域での様相が把握可能となったことは、考古学のみならず、中世
京都の歴史復元にとって重要な情報を提供する大きな意義のある成果といえます。
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